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◆トピックス 令和7年度道内観光産業による経済波及効果について【確定版】

＜事業概要（令和７年度北海道来訪者満足度・観光産業経済効果調査）＞
●事業目的：① 国内観光客（道内客・道外客）、外国人観光客の観光・旅行の概要や北海道観光への期待度、満足度を把握し、今後の観光振興策の指針を得る。

   ② 旅行予算を把握し、北海道観光がもたらす地域経済への波及効果を推計する。
●調査方法：全調査地点に調査員を配置し、アンケート回答の依頼と回収を行った。回答は主に「自記入」

（その場で回答者自ら記入し、その場で調査員が回収する）としたが、回答者の希望により「面接聴取法」も併用する。
●サンプル数：有効回答数 4,５66件を取得（内訳：道内客 １,144件、道外客 １,173件、外国人 ２,191件）
●調査項目：プロフィール（居住地、年代、職業、年収等）、旅行形態（日程、人数等）、旅行内訳（消費額、観光ルート等）、旅行期待度、旅行満足度等。
●調査期間：令和７年７月７日～令和８年２月15日

令和７年度 観光産業経済効果（確定版サマリー）

北海道観光機構
2026年11月
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約４,300万人/年

約530万人/年

約330万人/年

約４,000万人/年

約４90万人/年

約280万人/年

令和７年度観光総諸費額は、対前年101.3％

＜トピックス＞
・来訪者数では、道内客・道外客ともに減少するが、外国人客は増加（＋約50万人）
・消費額ベースで外国人客が全体の約35％となり、道内客・道外客の消費額を超過。

道内客：約34％

外国人：約35％

道外客：約31％
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◆トピックス 令和7年度道内観光産業による経済波及効果について【確定版】
<令和７年度・調査推計結果>

１.  観光入込客数

■道内客…前年度（令和６年度）に比べて日帰り客、宿泊客ともに減少

日帰り客 3,126万人（前年度比 約238万人減）

宿泊客     668万人（同 約122万人減）

その他     156万人   注） 道民の道外旅行、海外旅行の道内消費人数。今年度実施した道民の道民の道外・海外旅行実態調査に基づく推計値を用いた。

■道外客…前年度に比べて減少

日帰り客 5万人（前年度比 約６万人減）

宿泊客     4８3万人（同 約33万人減）

■外国人客…前年度から増加

宿泊客     ３３１万人（前年度比 約４８万人減）
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◆トピックス 令和7年度道内観光産業による経済波及効果について【確定版】
２. 道内観光消費額単価の推移

● 道内客・道外客の各調査で得られた消費額の分野別支出構成比は下図のようになる。

● 道内日帰り客では、「交通費」と「飲食費」が1／3ずつで、「買い物代」が３割弱である。

● 道内宿泊客は、４割が「宿泊費」に充てられ、「交通費」、「飲食費」の順である。「買い物費」の割合は、日帰り客の半分程度に留まる。

● 来道者の中心である道外客・宿泊客は、1／3が「宿泊費」に充てられ、「飲食費」と「交通費」が１／４ずつを占める。

● 外国人客は、４割が「宿泊費」に充てられ、「飲食費」が１／４、「交通費」が２割弱を占める。
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◆トピックス 令和7年度道内観光産業による経済波及効果について【確定版】
３. 観光総消費額推計

● 観光消費単価と観光入込客数（実人数）を乗じて、下表のように総観光消費額を推計した。

● 総観光消費額は、１兆5,２２２億円程度となり、昨年（１兆５,033億円）から約１８９億円、約１.3%程度の増加となった。

● 観光消費額の構成は、道内観光客（日帰り・宿泊・その他）が、全体の約３４％（計5,144億円） 

● 道外観光客（日帰り・宿泊）が、全体の約31％（計4,792億円）

● 外国人客は、入込数が増加し。全体の約35％（約5,286億円）を占め、消費額上で道内客、道外客を超過。

● 分野別の観光諸費額は、右表のように宿泊費（４,6５２億円）、

が最大で、交通費（3,５２４億円）、飲食費（3,５６５億円）、

買い物費（2,５２３億円）が次ぐ。

● 各種の観光施設利用やアクティビティ等に要する娯楽等

サービス（792億円）は、引き続き、1千億円未満に留まって

おり、更なる単価の向上が課題。
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◆トピックス 令和7年度道内観光産業による経済波及効果について【確定版】

４. 観光総消費額推計

● 観光総諸費額 １兆5,222億円がもたらす経済波及効果は右表のように集約される。

● 経済波及効果（生産誘発額）は、１兆９,９２４億円と推計され、昨年度（１兆9,５８８億円）を上回った。（観光消費総額に対する乗数効果は、１．３1）

● 観光消費により生じる生産活動において発生する「直接効果」は、１兆１,１４７億円、更に道内の生産やサービス活度に波及する「第一次波及（間接）効果」は、

５,５９７億円となる。

● さらに、新たな雇用者所得等の増加によって生み出される「第二次波及（間接）効果」が、３,１８０億円と推計された。

● 経済波及効果（生産誘発額）の推移は、下図の通りである。

※報告書詳細については、当機構観光統計データサイトを参照ください。
https://statistics.visit-hokkaido.jp/pdf/
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